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児童英語教育における語学的基礎  
小 沢 悦 夫   
1．言語とコミュニケーション  
1．1言語の本質   
人間と他の動物を区別する特性として普通は言語の存在がよく指摘される。  
他の特徴一四つ足歩行，火や道具を仕える，等々－も結局は知能の発達により  
人間が理性と言語を獲得したことと結びついている。  
チンパンジーやゴリラも言語を習得できるという報告もあり，イルカや蜜蜂  
の「言語」についても比較的知られているが，これらの動物言語と人間言語の  
間には質的な違いが存在するのである。人間言語は以下のような二重構造を成  
している。  
（1）［d］［っ］［g］一 無意味  
（2）［d〇g］（dog）  
（3）I’1ike dogs．  
有意味  
（1）のレベルでの単音の一つ一つには何の意味も含まれていないが（2）のレベルに  
なると意味をもち，（3）の文のレベルではまとまった意味を表わす。逆に言えば，  
文は単語に分解でき，さらに意味をもたない単音にまで分析できる。このよう  
な二重構造の言語をもつ動物は人間の他にいないと考えてよい。  
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動物言語の「語彙数」が限られているのも無限と言える人間言語の語彙と  
はっきりした対比を成している。そして，人間は，この無限とも言える語彙と  
文法規則を使って無限の文を生み出すことができるのであり，この創造性  
（creativity）こそ人間を人間たらしてめている言語の本質なのである。これ  
に反して，動物の「言語」は人間言語の間投詞のようなもので，音声と意味に  
分析することもできなければ，何らかの規則に従って新しく文を造ることもで  
きない。いわば一かたまりの悲鳴の如きものである。言語の構造という観点か  
ら見る限り，人間と他の動物との間には厳然たる質的な違いがあると言える。  
1．2 コミュニケーション   
しかし，言語をコミュニケーションの手段と考えた場合には人間言語も動物  
言語も同じような機能を果たしていると言える。コミュニケーションを，様々  
引青報や自分の意志・意見・感情を伝えあう活動だとすれば，全ての生物が何  
らかのコミュニケーション活動を行なっていることに何の不思議もない。そし  
て外国語学習の一貫として英語を学ぶ場合に必要な見方もこちらの方であり，  
言語を規則の集合とみなす分析は言語学者にまかせておけばよいのである。   
言語をコミュニケーション活動と考えた場合，英語学習の目的は「通じる英  
語」ということになる（ここで言う「通じる英語」とは「読み・書き・聴き・  
話せる英語」のことである）。特に「聴き・話す」力が人間生活の上で第一義  
的な役割を果たしていることは，まず耳から吸収することにより母語を習得す  
ること，文字は知らないが話し聴くことに不自由しない人も珍しくないこと，  
文字をもたない言語もこれまでにいくつも観察されていること，などからも窺  
い知ることができる（しかし，文字をもつ言語において文字が果たしてきてい  
る役割もまた極めて大きいことも指摘しておかなければ片手落ちになる）。こ  
のことからも，幼児期から言語のインプットを絶えず吸収していることの重要  
性も理解できよう。幼児期にこのインプットを欠くと母語習得に重大な支障を  
きたすこと，母語習得には決定的に重要な時期があること，なども広く知られ   
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ている（詳しくは第2節を参照のこと）。   
外国語学習のプロセスが母語習得のプロセスと全くもしくはかなり同じもの   
か，それとも相当の遠いがあるのかはまだ最終的に証明されてはいないので断  
定的なことは余り言えないのが現状である（幼児期から外国語を学習するメ  
リットと注意点については第2節を参照されたい）。ただし，言語の本質がコ  
ミュニケーションであり，母語による言語活動もコミュニケーションが中心と  
なっているとすれば，外国語を身につけようとする時にもコミュニケーション  
が可能になるような習得法を考える必要がでてくる。学校の英語の授業で一番  
欠けているのがこの視点であり，試験制度の様々な弊害とあわせて生徒を外国  
語（特に英語）に対して「構えさせてしまう」のが日本の外国語（英語）教育  
の最大の欠陥と言える。このおかしな心理的スタンスがなくなり，自然な気持  
ちで外国語（外国人）に接すれば，日本人も極めてスムースなコミュニケー  
ションが可能だということははっきりと踏まえておく必要がある。子供の時に  
しばらく外国生活をして現地の生活に慣れた場合，その外国語を身につけたか  
どうかは別にして，大きくなった時にこのおかしな心理的スタンスが少ないた  
めに改めて日本の学校で英語を勉強し始めても自然に英語に接することができ  
るのも広く見られる事実である。この点は骨がもう一度よく考え直す必要があ   
るように思われる。   
1．3 言語と文化   
言語の重要な役割はコミュニケーションにあるという考え自体は正しいが，  
この考えが行き過ぎると，言語はコミュニケーションのための道具に過ぎない，  
という極端な考えが出てくる。現在のように，文化的背景を異にする世界中の  
多くの人々が英語を使っている現状では，英語はコミニュケーションの道具に  
すぎない・通じればよい，と考えることになりがちなのも無理はないし，英語  
を使う世界中の人々全てが英米文化・社会について詳しい理解をもつべきだと  
は言えないかも知れないが，だからと言って自己流の英語を使い，英語社会の  
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文化などを無視してよい訳では決してない（英語の発音と文法の基礎について  
はそれぞれ第3節と第4節を参照のこと。少なくともこの程度の基本的理解は  
いずれの方向を目指すにしても必要であろう）。   
文化とは，ある社会の人々が有する考え方の痺の集合と考えることができる。  
普遍的な意味を持ち得る文明と違い，文化は一つ一つが個性を持っているとも  
言える。そのため，日本語的発想で日本文化的行動をとるとコミュニケーショ  
ンの上で誤解が生じる恐れが多分にある。その点，世界で広く使われている英  
語と英語文化に関する基本的理解を身につけることにより，自分の国の言語や  
文化とは違う言語や文化が世界にはあるのだということを知り，それが自国の  
言語や文化を再認識する糸口ともなりうることを思えば，英語を道具としてで  
はなく，考え方は少し違うかも知れないが同じ人間同士の心の通ったコミÅニ  
ケーションを目指すためのものと見ることも可能になり，言語の背景を成して  
いる文化にも興味を持つことの大切さが理解できると思われる。   
英語や英語文化を勉強するということは，それらが一番優れた言語であり文  
化であると思い込むことではない点にも注意したい。新しく学ぶ外国語の代表  
として学ぶに過ぎないし，究極的にはどのような言語を話しどのような文化的  
背景を持つ人とも（例えば英語を通して）理解しあえるようになることを目指  
すべきなのである。様々な言語や文化には本質的に上下の差はないことも確認  
しておきたい。政治・経済・文化・軍事面などの影響力の大小によって言語自  
体が判断されがちなのにすぎない。勿論，これらの面で重要な言語を学ぶこと  
にはそれそ1りの意義はある（英語を学ぶのもその一つである）が，だからと  
言って影響力の少ない言語（やその言語を話す人々）を軽く見るのは誤りであ  
る。一つ付け加えておくと，いわゆる「方言」を地位の低いものと見るのも同  
じ類の間違った考え方である。あくまでもある言語の一変種（variety）にすぎ  
ないし，標準語を重視するのも様々な便宜を考えたものであって，言語自体の  
質の差の問題ではない。   
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要するに，新しい外国語を学ぶ目的は，新しい視野を得て柔軟な考え方が可  
能になることにある。英語を学んだことで考え方が近視眼的にな？たら元も子  
もなくなるが，現実にはそのような例も少なくない。心すべき点である（言語  
と文化に関わるトピックについては鈴木孝夫『ことばと文化』・『武器として  
のことば』などを出発点として各自がさらに考えてみることが望ましい）。  
2．児童英語教育の意義と目標   
2．1早期教育の必要性は特に最近受験教育との関連で大いに語られ，また実  
践されているようだが，歪んだ受験教育体制の下でいくら子供たちに強制的な  
勉強を促しても広い視野を身につけた人間的な成長を期待することはできない   
だろう。情緒面の発達が未熟なまま大学に入学しても健全な社会人に育たない  
危険性が高いことは言うまでもない。『第14期中教審審議経過報告』（1990年12  
月）にも引かれている光景 一 束大の入学式に小学生の時から肌身離さぬク  
マのぬいぐるみを抱えて出席した新入生が，あいにくの雨で濡れたのをタオル  
でふきながら両親と並んで立っている光景 － を思い描いただけでその奇異  
さは想像に余りある。これは極端な例としても現代社会の縮図の一つには違い  
あるまいし，常識や想像力の欠けた学生が急激に増えているのも経験的に感じ  
られる。   
児童英語教育の目標は，まさにこのような事態の正反対を目指すものだとい  
うことをまず踏まえておく必要がある。場合によれば，受験勉強や学校数育と  
の間で乳轢が生じる恐れも多分にあるが，これは現状では不可避と言えよう。  
このような場合は，児童英語教育の意義と目標を理解した上で，学校や受験と  
のバランスをとる必要が出て来る。決して易しいことではないが，この点につ  
いては後でも少し触れた（第5節を参照のこと）。  
2．2 児童英語教育の先駆者である五島忠久氏によると児童英語教育の意義は  
次の5点にある（五島『子どもが英語と出あうとき』）。  
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（1）言語能力の適期開発   
（2）頭脳の知的訓練   
（3）複眼的思想の養成   
（4）国際理解の心の育成   
（5）人間形成  
以下，それぞれについて考えてみたい。  
2．3 技術的・実践的側面からみると，言語能力を充分に開発するためには早  
期学習が必要だというのが児童英語教育の中心的主張である。この主張の裏付  
けとして「臨界期仮説（criticaIperiod hypothesis）」がよく引かれる。つまり，  
言語能力が飛躍的にのびるのは2才ごろから思春期（13才前後）までで，思春  
期を過ぎると脳の柔軟性が低下し言語習得能力は急速に減退するという説であ  
るが，有力な心理言語学者・発達心理学者などによって主張されている。この  
臨界期というのは，言語を自然に習得できる時期のことであり，言い換えると  
脳の左半球（＝言語脳）の優位性が確立する時期でもある。   
もう少し細かく見ると，rまず基本的な音声体系は大体4才頃までに確立し，  
完全に身に付くのは7－8才になってからだと言われる。文法の知識が基本的  
に身につくのは5才頃までだとされる。つまり，小学校に入る時には母語の基  
本はほぼ完全に身についており，その後，思春期に到るまで言語能力が飛躍的  
に発達することになる。   
日本の生徒の大多数が中学から外国語（主に英語）を習い始めるということ  
は，臨界期仮説からすれば，言語習得能力が衰え始める頃から外国語を学ぶこ  
とになる。児童英語教育の主唱者たちの理論的根拠とするのもこの点にあると  
言える。   
ただ，ここで注意しておくべきこととして次の二点がある。まず，この仮説  
は母語習得に関してのものであり，臨界期に母語習得がなされないと正常な言  
語習得が不可能となることはいくつかの事例からも明らかだと思えるが，この   
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仮説が直接に外国語習得に結び付くのかどうかはまだ充分明らかになっている  
とは言えない。もう一点は，思春期を過ぎてから外国語を学び始め立派な駆使  
能力を身につける人もまたいくらもいるという事実である。大人になってから  
外国語を習得することが不可能だという主張をしているのではないことも心に  
とめておくべきだろう。例えば，有力な外国語習得理論の一つと見倣されてい  
るクラッシュン＆テレル『ナチュラル・アプローチ』によれば，外国語を習  
得するのに特に有力な要因の一つは多量のインプット（自分に理解できるより  
もほんの少し上のレベルが望ましい）を吸収することであり，大人の場合は，  
その経験と抽象化能力のおかげでそれなりに有効な習得が可能であることも主  
張されているのである。   
つまり，年齢に適した習得法があるのであり（各自の個性の違いも考える必  
要があることは言うまでもないが），大人が最初に文法の基礎を学ぶのも，適  
度のインプットを伴うのであ叫ばむしろ（大人にとっては）最善の方法に近い  
とも言える。中学以降であれば，文法的な考えが身についている者の方が，抽  
象化能力の発達ともあいまって進歩はずっと早いと考えてよいだろう（文法的  
な考えについては第4節を参照のこと）。ここでも適度のインプットを適切に  
教えることが不可欠となる。そして，ここに児童英語教育の必要性と困難さが  
見られるのである。   
ただし，発音の習得という観点からみると，小さい時の方が有利なのは当然  
であり，児童英語教育の実際的利点として正しい発音と自然なリズムを身につ  
けてやることは特に意義深い部分であり，幼児期の重点的指導をするべき領域  
である。そして，教える立場の者としては音声学の学問的理解を前提とする必  
要は必ずしもないが，発音の仕組みについては基本的知識をもっており，児童  
に正しい発音を教えることができ（＝口や舌の使い方を指導でき），自分でも  
正しい発音ができることが望ましいこともまた言うまでもない（ネイティブ・  
スピーカーはもちろん正しい発音で話すことができるが，音声学の知識がかナ  
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れば発音を適切に教えることはまずできないと思った方がよい。単なるネイ  
ティブ・スピーカーでは教師にはなれないのである。英語の発音の基本につい  
ては第3節を参照されたい）。   
発音指導は何オころからが良いかということも難しい問題である。完全にバ  
イリンガル（＝bilingual／2か国語使用）な生活が可能な家庭（またはそれ  
に近い家庭）では，生まれると同時に2か国語に触れながら過ごすことになる  
から本当のバイリンガルになる人もかなりいることと思われるが，日本の大部  
分の家庭ではそのようなことはないのでもう少し現実的な判断が必要となる。   
先に述べたように，母語の発音がほぼ身につくのが4才前後というのであれ  
ば，幼稚園に入った以降に英語を学ばせても，そのために日本語がおかしくな  
る恐れはないと考えてよい。家庭や学校を含めた日常生活では絶えず日本語に   
接するから母語のインプットに問題はないからである。これは当たり前のこと  
のように思われるかも知れないが，実際上は大きな意味を持っている。まず，  
日本語のインプットに比べると英語のインプットは量的には圧倒的に少ない。  
ということは，よほど英語を聴かせても日本語と同じように英語が喋れること  
にはならないということを意味する。児童に毎日2－3時間も英語を聴かせる   
こと自体がそもそも現実的ではないとも言える。   
この点に関してさらに言えるのは，英語に触れる時間も畳も限られたもので  
ある以上，適切な発音指導と到達目標の明確化が絶対に必要だということであ  
る。教材の内容や指導方法についてはここでは余り扱えないが，発音面の到達  
目標としては①正しい発音を身につけ②英語のリズムを身体で覚え③英語の音  
声を聴き分ける，ことが考えられる。そして，この面に関してはかなりの成果  
が期待できるのである 
え方があるのは第4節で見る通りである。  
2．4 頭脳の知的訓練として外国語学習をとらえるのは児童英語教育に限られ  
る訳ではなく，西洋における古典ギリシャ語やラテン語学習にも日本における   
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i莫学にも知的訓練としての側面は強く見られる。特に漢学学習で行われた素読   
の役割が注目される。まだ意味が全く分からない漢文を児童が大人の後につい  
て唱えるという単純極まる方法だが，これが過去の日本人の知的訓練に果たし  
た役割は測り知れない。しかし，同じ知的訓練かといえば，性質がまったく違  
うとも言える。まず，素読は日本語で唱えたのであり，また内容は子供にとっ  
ては高度すぎるものだったのである。意味も分からず唱えていたものが知能の   
成熟とともに言わば頭の中で瞭酵してその人の教養と人格形成に役立ったのだ   
ろう。   
この意味での知的訓練を児童英語教育に期待するのは間違いである。児童が  
接する英語は身近な話題に関するものが主となろうし，この場合に具体性を欠  
いた教え方も望ましいとは言えない。外国語の発音を学ぶことが児童にとって  
の知的訓練となるかもそれほど明らかだとは思えない。もっとも，子供の知的  
好寄心と知識の受容能力には目覚ましいものがあるから，英語学習によって頭  
脳全般の活性化が促進されるという可能性も充分に考えられるが，むしろ，知  
的訓練という点は前面に出さず，楽しい学習活動の一貫として位置づけるのが  
良いように思われる。好奇心を感じたものを学ぶことがいかに楽しいかを児童  
に理解させることほど大事なことはないのではなかろうか。その意味で，知的  
訓練の側面は五島氏の言う第3点と第4点と関わらせて考えてこそ有益であろ   
う。  
2．5 「複眼的思考」とか「国際理解の心」などと言うと難しく聞こえるが，  
要するに，世の中には日本人だけがいるのではなく，色々な国があり，色々な  
言葉が話されており，色々な文化があることを理解し，どの国の人に対しても  
柔軟に対処できるような心的態度を身につけるよう努めることが求められてい  
るということである。その際，たまたま英語が世界で一番多く使われていて  
様々な国の人々とのコミュニケーションにも一番役に立つから英語を学ぶにす  
ぎないということにも注意すべきである。言語自体にも文化自体にも高低の区  
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別はないのである。   
英語を初めて学ぶ頃に，日本語では「水」と「お湯」を区別しているのに英  
語では両者とも“water”の一語で表わす（しいて区別する時は“hot water”  
を使うが）とか，「兄」と「弟」の区別をせずどちらも“brother”を（しいて  
区別する時は“01der brother／big brother”・“yOunger brother”などを使う）な  
どということを聞くと新鮮な驚きを感じるものであるが，これが複眼的思考の  
芽生えになる。自分たちと違う考え方をしている人たちがいるということを知  
り，その違った考え方も理解し尊重しようという態度を身につけることほど外  
国語学習で望ましい前提は他にないだろう（この点については第5節も参照の  
こと）。「国際理解」などと言うと高尚なものに思われるかも知れないが，要は  
この点に尽きる。  
2．6 五島氏が最後にあげているのは「人間形成」であるが，異文化も理解し  
尊重しようという態度で学ぶならば柔軟で広い心を持った人間に近づけるだろ  
うということも充分に予期される。   
五島氏は別の所で児童英語教育の実用上の価値も指摘しているが，言語を学  
ぶ大きな目的の一つがコミュニケーションである限り当然のことでもある。  
2．7 以上，五島氏の指摘にそって見てきたように，児童英語教育には様々な  
意義があることは確かだと思われる。ただし，これまでも触れてきたように，  
注意すべき点も少なくない。以下，もう一度児童英語教育の持つ意味とその注  
意点についても考えておきたい。   
まず第一に注意すべきは，数多くある外国語の中でも特に英語を学ぶことの  
持つ意味である。英語を選ぶこと自体に何らかの価値観が働いていることを見  
過ごすべきではない。確かに英語が現在の世界で果たしている役割には大きな  
ものがあるが，それは特に第二次世界大戦後にアメリカが政治・経済・文化・  
軍事面で果たしてきた役割から導かれたものであり，アメリカに加えてイギリ  
ス・オーストラリア・カナダ等が第一言語として使っており，さらに公用語の   
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一つとして使っている国や外国語教育の一貫として英語を学んでいる国まで数  
えれば英語が国際的な通用語になりつつあると考えても間違いとは言えない状  
況にある。英語を身につけることによって世界中の人々の情報を吸収でき，さ  
らには日本語で発言するよりも英語で発言する方がずっと多くの人に聴いても  
らえるということも考慮に入れれば英語の持つ重要性は現在認識されているよ  
りもさらに深く理解される必要がある位である。   
しかし，ここに落し穴が潜んでいる。英語を学ぶということが英語以外の言  
語をないがしろにするということであれば，無意識のうちにも英語は優れた言  
語であり，それ以外の言語ほそれほど価値がないと思い込んでしまう危険が生  
じる。第2節でも見たように，言語自体に優劣の違いはない。言語に付随する  
政治・経済・文化・軍事面などが言語の果たす役割を逆に規定しているのであ  
る。日本語や日本文化だけが優れていると思い込む危険性が日本を孤立させか  
ねないと同様に，英語だけが外国語だと思い込む危険性もまた我々から思考の  
柔軟性を奪いかねない。思考の柔軟性こそ児童英語教育の目指す大切な目標の  
一つなのだが。  
特に我々日本人がアジアの言語や文化にそれほど関心を示してこなかったこ  
とは我々の世界認識・歴史認識の上で致命的な欠陥となっている。さらに，  
ヨーロッパに関しても，英語以外ではドイツ語・フランス語・ロシア語は比較  
的学ばれてきており，スペイン語やイタリア語も馴染み深い言語の一つではあ  
るが，英語ほどではないし，それ以外の言語・文化に対しては残念ながら関心  
自体がほとんど見られなかったと言わざるをえない。英語以外のヨーロッパ諸  
言語に対する関心が近年低下していることも残念な事実である（現実的な必要  
性が感じられる事態が発生すると慌てて数少ない専門家や既習者が求められる  
のが日本社会である）。   
ただし，これは，あらゆる国の言語を学ばなければならないと言っている訳  
では勿論ない。そんなことは無理に決まっている。ここで言いたいのは，ある  
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外国語（英語でも勿論かまわないが）とそれに付随する文化や社会を学ぶこと  
により，自分の国の言語や文化と違うものがあることに気づき，それらをも尊  
重しようとする態度を身につけることの大切さである。その場合，アメリカや  
イギリスだけではなく，必ず他の国も話題に上がるはずだから，興味を持った  
国の言語や文化が学べる教育体制を整備する必要が出て来る。これは学校関係  
者全員が考えなければならない問題ではあるが，個人のレベルでも学ぼうとい  
う意欲さえあれば日本国内にいてもかなりの言語は学べるのである。言語自体  
を知らなくても文化や歴史について学べるのは勿論である。英語を学ぶことに  
よって日本以外の世界を知り尊重する態度を身につけることが英語教育の大き  
な目標の一つだとすれば，英語教育は「外国語教育」というより大きな視点か  
ら行なわれる必要がある。柔軟な心を持った児童に英語を教える意義も困難点  
もここにあると言える。  
2．8 英語を学ぶ際の心的態度の一つについてもr触れておきたい。日本人は外  
国語（特に英語）ができると（特に話せると），それだけで偉い人間だと他人  
も自分も思ってしまう傾向が強いように思われるが，これは虚栄心にすぎず，  
外国語ができることと人間の催さには何の関係もない（もちろん努力して外国  
語を身につけようとすることは尊いし，自分は余り努力もしないで外国語がで  
きる人をバカにするのも誉められることではないが）。   
この傾向は英語に最も強く見られるが，おそらく大学人試で英語が果たして  
いる重要度に関係があると思われる。さらに，中学・高校での英語の試験の点  
数に一喜一憂してきた経験が精神的外傷として残っているためとも考えられる。  
事情は国語や数学でも同じはずだが，普通の日本人であれば日常生活で日本語  
が使いこなせなくて困ることも余りないし，加減乗除の計算や他のちょっとし  
たことを知っていればやはり日常生活に支障をきたさないのに対し，英語がで  
きなければ外国人と話せないという客観的な事実の持つ重さには別種の怖さが  
あるとも言える。その上，学校の授業では文法的な正確さを中心に教えるので   
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英語で自分を表現するという訓練も余り受けられないでしまう。このような傾  
向を是正する場が児童英語教育であるべきである（もちろん教育制度そのもの  
を改善するのが先決なのは分かっているが，改善されるのを待っている間にし  
なければならないこともあるのである）。  
2．9 繰り返しにもなるが，児童英語教育の場で必要となる条件を考えてみよ  
う。  
① まず教師の資質と役割が重要となる。子供に愛情をもって接し，子供が少  
し進歩しても喜んであげられる優しさが欲しい。生徒は，やる気と愛情を持っ  
て敢えてくれる教師とそうでない教師は本能的にかぎわけられるのである。ま  
ず，教師自身が楽しんで数えること，そして普段も教師自身が勉強しているこ  
とである（力があって勉強している教師とそうでない教師も生徒には分かるも  
のである，特に高学年になるにつれて）。児童英語教育の場合は特に愛情とや  
る気が教師に求められる。教育法や英語の勉強は基本的なことを生徒に知られ  
ずとも自分でやっていれば良いのである。  
② 学校の授業では一年間にやるものが決まっていて，それを終わらさないと  
いけないので，ついて来れない生徒がいてもある程度は切り捨てざるをえか－。  
それに試験が加わるのである。児童英語教育の場ではこのような制約はないの  
で生徒が理解できるまで何度も繰り返して教えれば良い。特に反復練習の必要  
は強調されるべきである。基本的な表現が場面に応じて条件反射的に口から出  
ることが外国語によるコミュニケーションの最重要な第一歩であり，日本で日  
常生活を送っている限り，英語に触れる時間は圧倒的に少ないからである。反  
復練習はゲーム感覚で楽しくやることが望ましい。そして，もし生徒から質問  
を受けたら分かりやすく説明してやるようにしたい。高学年になるにつれて生  
徒も様々な疑問を持つようになるから教師も普段の勉強が問われるのである。  
質問を封じるような授業は教育とは言えないことも銘記すべきである。  
③ 児童英語教育の利点の一つは，柔軟性のある子供のうちに英語の発音とリ  
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ズムを身につける訓練ができることである。教師は発音の基本的知識を身につ  
けた上で発音を聴き分け，自分でもほぼ正しい発音で生徒に教えることが要求  
される。テープやビデオ教材なども大いに参考にできる。子供は柔軟性に富ん  
でいると言っても外国語の発音をごく短期間で覚えられる訳ではない。根気よ   
く教える必要がある。  
（彰 教師は，できるだけ文化の違い・考え方の違いなども教える必要がある。  
その際，英米だけでなく，他の国々も視野に入れるのが望ましい。直接すべて  
を教える必要はもちろんないが，英語しか頭にない教師から習う場合とより広  
い視野を持った教師から習う場合とでは長期的に見れば教育の影響にはかなり  
の差が出るように思われる。英語教育は英語を通じての人間教育であり，これ  
は肌で無意識のうちに感じとるもののような気がする。教師が特定の人種・グ  
ループ・文化などを馬鹿にするような発言を授業中にしたりすることは，特に  
判断力が充分に発達していない生徒に対しては禁物である。  
⑤ 国際理解という点から言えば，子供のうちから外国の人々と接しているこ  
とが一番である。実際，子供は余り言葉の分からない外国の学校に入っても驚  
くべき適応を見せることが多い。年齢や個性・実際の環境などにもよるが，先  
入観に固まっていない時期の子供に外国の人々や文化に触れさせることは今後  
ますます必要キなるだろう。   
直接そのような経験を持ちにくい子供たちでもそれに変わる手段はいくつか  
考えられる。映画・ビデオ・カセット・絵本，等々。例えば，ディズニーもの  
などはどんな子供でも安心して楽しんで見られるものであり，英語がそれほど  
分からない段階でもある程度は理解できるし，英語が分かるようになればもっ  
と面白く楽しめるという気持ちが英語を学ぼうとする意欲を強めてくれるだろ  
う。他にも『セサミ・ストリート』もよくできた番組で大いに勉強になる。  
2．10 児童英語教育はまだ緒について間もない段階であり，その効果について  
の報告もいくつか出されているが，数える条件や児童の個性が一様ではないの   
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で，当面はある程度の試行錯誤が続くと思われる。学校英語とどのように折り  
合いをつけるかという問題も残っている（この点については第5節参照）。   
しかし，これまでに述べてきたことから大体の認識は可能になったと思われ  
る。日本で外国語の勉強をすること自体が根気を要するのに加え，発音や文法  
の違いも心得ておかなければならず，広い文化的視野も必要となるため，教え  
る方は辛抱強く生徒に接することが望まれる。正しい教育技術と適切な指導が  
あれば児童英語教育においてもかなりの成果が期待できることは音楽教育やス  
ポーツでは実証済みと言えるだろう（もっともこれらは言わば「世界共通語」  
で行なわれているとも言えるが）。外国語習得に関してはまだこれほどの実績  
がないことは確かだとしても，少なくとも技術的な指導は適切に行なえば充分  
な成果をあげることもほぼ間違いないと思われる。そして，技術的指導に付随  
する心的態度にこそ教師も生徒も（そして親も）さらに注意して対処すること  
が児童英語教育が広まるにつれてさらに重要な問題となってくることも確実で  
ある。  
3．英語の発音   
3．1外国語を習得する時に最も重要な第一歩はできるだけ正確な発音と文法  
の基礎を身につけることである。もちろん学習者が学問としての音声学や文法  
を身につける必要は全くないが，教える立場にある者としては両分野の知識を  
一通り心得ていることが望ましい。そして，学習者が何らかの発音や構文がよ  
く理解できない時は，くだいてわかりやすい言葉で説明するようにしたい。／ト  
学生までの段階で専門用語を使う必要はないし，中学生に対しても必要最小限  
の用語を使うにとどめるべきだろう。   
発音について言えば，もし生徒が英語らしくない不自然な（つまり日本語的  
な）発音をした場合に，テープなどの発音や教師自身の発音を聴かせて真似さ  
せるだけでは不十分だということをまず認識しておく必要がある。どの音声器  
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官をどのように使ってある発音をするか，ということを生徒に敢えてやれるだ  
けの知識をもっていたいものである。簡単な例をあげると［1］と［r］の区別  
は日本人には特に難しいものの一つだが，［1］を発音する時は舌先を上の歯茎  
に押しつけることという指導がまず不可欠になる（［1］は「歯茎側音  
（alveolarlateral）と呼ばれるということ，［l］には暗い響きの［1］と明るい  
響きの［り の2種類あるなどということも教える必要はまずないが，教師は  
知っていた方が良い）。その上で何度も具体的な練習をした方が生徒が小学生  
以下の児童であっても効果的だと思われる。   
もし子供が，英語が話される社会で英語を話す友達などに囲まれて「自然の  
状態」で英語に接することができればそのような指導は余り必要でないかも知  
れないが，教室を出ると日本語しか話されていない場面ではいくら「自然に」  
英語を習得しようと思ってもある程度は意識して「外国語」に接しざるをえな  
い。子供の時に何年も外国生活をしたいわゆる「帰国子女（returnee）」も外  
国語習得の度合いは千差万別であり，日本語・外国語ともしっかり身につけた  
者，いずれかが不十分な者，いずれも不十分な者と様々なのが現実である。言  
語というものは母語であれば子供のうちに自然に身につくが，外国語をさらに  
身につけようとした場合は多少なりとも意識して対処せざるをえない。外国生  
活で外国語を身につけたとしても日本語が不自由になってしまう場合も珍しく  
ないが，外国語を習得するプロセスにはいくつかの危険が潜んでいることも心  
得ておくべきだろう。   
発音指導に関して付け加えると，音声学の知識のない着であれば，たとえそ  
れがネイティブ・スピーカーであっても教師としては不適切のこともある。英  
会話学校の多くの教師はこのタイプだと思われるが，自分で発音してみせてく  
れるだけで，どの音声器官をどう使うのか，日本語の発音とはどこがどう違う  
かということを敢えてくれないのであれば有効な習得は望めない。逆に言えば，  
日本人の教師であっても，発音がほぼ正確で音声学の基礎知識さえあれば，補   
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助教材を併用することで生徒にもほぼ正確な発音を身につけさせることができ  
るのである。中学では色々な制約もあり，一年時にていねいに独り独りに正確  
な発音訓練をほどこすことは極めて困難な状況にあるだけに，児童英語教育に  
おいては特にこの点に留意するべきだろう。  
音声学の基礎知識については竹林『英語音声学入門』・今井『新しい発想に  
よる英語発音指導』などを参照してほしいが，ここではその導入も兼ねて基本  
的な注意事項に限って】通り述べておきたい。  
3．2 音声器官（speech organs）の各部の位置・名称などは前掲書に譲り，必  
要に応じて以下とりあげることにする。   
音声記号（phonetic sign／symbol）でもっとも広く使われているのは「国際  
音声字母（InternationalPhonetic Alphabet／IPA）」と呼ばれるもので，日本の  
英和辞典の発音表記に使われているのが基本的にこの表記法である。少なくと  
も小学生までの生徒に発音記号を教える必要はないだろうが，教師は発音記号  
を発音でき，普通の文を発音記号で表記できるのが望ましい。初学者を便宜的  
にカタカナ表記で教える場合にも，いわば英語と日本語の発音をいつも換算し  
ながら指導する必要がある。  
3．3 個々の発音の説明に入る前に，日本人として注意すべき点をいくつか確  
認しておきたい。  
（》 長音符記号（：）は，単に長さが違うことを示すのではなく，音質そのも  
のが違うことを示している。つまり，fit［fit］の［i］をそのまま延ばせば  
feet［fi：t］の［i：］になるのではなく，［i：］では舌が緊張して口の開きが狭  
まるが，［i］では舌の緊張が棲み口の開きもやや広くなるのである。確かに前  
者はやや長めに発音され，後者は短めに発音されるので「長母音」・「短母  
音」とも呼ばれるが，この特徴は二次的なものであり，むしろ「緊張母音」・  
「弛嬢母音」と呼んだ方が正確である。このことは［〇：］，［u：］，［∂二］と  
［〇］，［u］，［∂］などにも当てはまることであり，英語の発音で特に注意する  
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ことの一つである。  
② 英語の発音においては，一般に，母音は次に有声子音が来る時の方が，次  
に無声子音が来る時より長めに発音される傾向がある。たとえば，bit［bit］  
もbid［bid］も共に［i］と表記されるが，後者の［i］の方がかなり長く発音  
されるのであり，実際にはbeat［bi：t］の［i：］と同じ位かさらに長く発音  
される。図式的に示すとほぼ次のようになる。   
bid  
bitく   くbeadくbea  
beat   
だから，たとえばgodはgotと同じに［〇］と表記されているかといって短  
く発音するとgotと間違われてしまう。「ゴーッド」に近く発音しないと英語  
らしくひびかないのである。これはpeace［pi：S］とpeas［pi：Z］のように  
両方とも長母音の場合も同じで，後者の［i：］の方が長く発音される。man  
［mzen］の［圧］はpieeeの［i：］よりも長く発音されなければならない位で  
ある。  
③ 単語の一番最初（語頭）に［p，t，k］があり，すぐ母音が続く時はpick  
［phik］，tape［theip］，Cake［kheik］のように気音（aspiration）の［h］音  
を伴う（掌を口の前に近づけてこれらの単語を発音すると掌に息がバッとあた  
るのがわかる。これが気音である）。しかし，［s］が先行する場合（speak  
［spi：k］，Steak［steik］，Ski［ski：］），または強勢（stress）のない母音が続  
く場合（zipper［zipa］，bitter［bita］，SOCCer［sik∂］）は気音を伴わない。   
だから，たとえば，at allとa tallを発音表記するとどちらも［atっ：1］と  
なって同じに見えるが，前者の［t］には気音が伴なわず，後者の［th］には  
気音が伴なうので注意深く聴けば区別できることになる。  
④ 一つ一つの発音も大事だが，アクセント・イントネーション・リズムなど  
が日本語的になりがちなので，特にアクセントに強弱のメリハリをつける必要   
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がある。強いアクセントの置かれた部分は強く，アクセントの置かれていない  
部分はごく弱く発音しないといけない。また，いくら正確に発音しても小声で  
モゴモゴ言っているのでは分かってもらえないので，小さなうちからハキハキ  
と喋るように指導したい。   
一つ付け加えておくと，アクセントが置かれていない部分の母音は［∂］で  
表記されるが，これは「ア」ではないことに注意したい。［∂］はアクセント  
が置かれていないごく弱い発音の総称的・便宜的な記号であり，tOday  
［t∂dei］，1emon［1eman］などは「タデイ」，「レマン」ではないということ  
である。実際の発音としては，元の発音（todayのto［tu］，1emonのmo  
［mo］）をできる限り弱く軽く発音することになる。日本人の耳にはこの発音  
が，弱い「トゥ」や「モ」に聞こえる。   
このような弱い発音の部分が消えてしまうことも珍しくない。たとえばstu－  
dentは［s如：d（∂）nt］または［stjb：d∂nt］と表記されているが，これは  
「スチューデント」ではなく「スチュードゥント」が正しい。カツコやイタ  
リックの部分は発音してもしなくても良いという意味だが，［∂］は発音しな  
い方が英語らしく響く。一般に，日本人は余計な母音を入れがちなので注意し  
たい。   
他にも注意する点がいくつかあるが，それは各関連箇所で扱うとして，（》と  
④は特に大事な点であり，意識して発音しないと英語らしく響かないので注意  
して指導したい。  
3．4 母音   
母音を分類する時は，舌の高くなる部分（前舌か中舌か後舌か），舌の高さ  
（＝あごの開き方），唇の形（唇を丸めるか平たくするか），の三者を基準とす  
る。  
（1）前舌（まえじた）母音（front vowels）   
唇の丸め（＝円唇化）は伴わない。あごの聞き方から言えば，［i：］が狭，  
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［i］が半狭，［E］が半広，［圧］が広，［e］は［i］と［∈］の中間である。  
［a］は［記］よりさらに広く，やや中舌よりである。  
［i：］と［i］の違いは単なる長さの違いではなく，舌の緊張度の違いであり，  
［i：］は唇を横にひしゃげ舌を緊張させて発音する。日本語の「イ」は両者の  
中間的な母音だが，［i］はかなり弛緩するので日本語の「エ」に近く聞こえる  
こともよくある。［記］は日本語にはない母音なので，唇を横にひしやげ気味  
にして［e］と［a］を同時に発音する要領で行う。「イア」などのようになら  
ないよう注意が必要である。  
（2）中音（なかじた）母音（centralvowels）   
円唇は伴なわない。あごの聞き方は，［A］は半広でやや後舌より，［∂］と  
［∂：］は半広と半狭の間である。［a］は「あいまい母音（schwa）」とも呼ば  
れるが，前述した通り，日本語の「ア」ではなく，アクセントが置かれないこ  
とを示すだけのものなので，ごく弱く，時には殆んど消して発音しないといけ  
ない。   
また，このあいまい母音は“Ⅰ－er［a：］－didn’t meanit．”のように「た  
めらい昔」の代わりにも使われる。ここに日本語の「えー」とか「えーと」な  
どを入れると英語にならない。一般に，間投詞的なものも英語で決まっている  
発音を用いなければ通じないことにも注意したい。  
（3）後舌（うしろじた）母音（back vowels）   
あごの聞き方は，［u：］が狭，［u］が半狭，［っ］が半広，［〇：］が広である  
（ただし，［q：］は円唇を伴なわず，やや中音よりである）。いずれも円唇を  
伴なうので唇を丸くつきだして発音しないといけない。日本語の「ウ」や  
「オ」は唇を丸めないので，これを守らないと日本語になってしまう。緊張母  
音は舌を緊張させることとならんでこれは特に大切な注意点である。  
（4）二重母音（diphtbongs）   
英語には［ei］，［ou］，［ai］，［au］，［〇i］，［ia］，［e∂］，［〇∂］，［u∂］の九   
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つの二重母音がある。注意する点は，母音が二つ並んでいるのではなく，第一  
要素は母音の出発点を示し強く発音され，第二要素は目標点を示しているがそ  
こまで到達せず次の発音に移るということである。   
日本語には二重母音はない。一見すると同じに見えても仕組みは違うのであ  
る。たとえば，愛［ai］とfight［fait］の母音は同じに見えるが，前者はゆっ  
くり一つ一つ発音しても意味に違いは生じないが（［a］＋［i］），後者をゆっ  
くり一つ一つ発音すれば英語ではなくなってしまう。   
［ei］と【ou］は単母音化して［e：］，［〇：］になることが多いが（たとえば  
radio［re：di〇：］home［h〇：m］など），我々としては最初からこのような発  
音を学ぶ必要はないだろう。   
3．5 子音   
子音の分類基準は次の4つである。①有声か無声か（指先をのどにあてて発  
音した時，振動が感じられる発音（たとえば［b］）が有声音，感じられない  
発音（たとえば［p］が無声音である。母音はみな有声音）。②鼻音か口音か  
（母音は基本的にはみな口音である）。③調音点（音声器官のどの部分が発音  
に関与しているか）④調音様式（肺から上がって来た息がどのような妨害を受  
けるか）  
（1）閉鎖音（stops）   
息の流れがどこで閉鎖されるかに応じて三組の閉鎖音がある。［p］と［b］  
は両唇，［t］と［d］は舌先と歯茎，［k］と［g］は軟口蓋と後舌で調音され，  
ぞれぞれ前者が無声音，後者が有声音である。日本語の［t］と［d］は舌先を  
歯茎ではなく上歯の裏に押しあてて発音されるので注意する必要がある。   
同じ，または似た閉鎖音が連続する時は，一つ一つを同じように発音するの  
ではなく，最初の閉鎖音をごく短く発音するか，発音するつもりでグッと息を  
のんで発音せず（この時の発音を声門閉鎖音（glottalstop）と呼ぶ），すぐ次  
の発音を続けるようにする。たとえば，“take care”や“good day”は「ティ  
197   
文化論集第5号  198   
ク・ケア」や「グッド・デイ」ではなく「ティッ・ケア〔tei2ke∂〕」，「グッ・  
デイ〔gu2dei〕」となる（〔2〕は声門閉鎖音の記号。「ティケア」や「グデイ」  
ではない。一瞬息をのみこむ間が必要である）。  
（2）摩擦音（fricatives）   
音声器官が狭められ，息がその間を無理に通り抜けようとするために摩擦が  
生じるもので，以下の4組がそれである。［f］と［Ⅴ］は上歯で舌唇をかみ，  
［0］と［る］は舌先を上歯の裏につけ，［s］と［z］は舌先を歯茎に近づけ，  
［J］と［5］は舌先と前舌を硬口蓋と歯茎に近づけて発音する（この最後の  
一組は唇を丸くつきだして発音する）。日本語にない発音として［f］と［Ⅴ］  
はきちんと下唇をかむ必要があり［0］と［a］は舌先をしっかり上歯の真に  
押しつけて発音するようにする。   
［0］と［る］の発音としては舌先を上歯と下歯でかむ方法もあるが，文字  
通り舌をかむ危険もあり，次に続く発音がスムースに行かないので，舌先を上  
歯の裏に押しつける発音を優先したい。たとえばmonths［m＾nOs］やclothes  
［klouるz］の場合，舌をかんでから即座に舌先を後にひっこぬいてから次の発  
音に移らなければいけないが，舌先を上歯の真に押しあてた発音であれば舌先  
を少し後にずらすだけでよい。  
（3）鼻音（nasals）   
口蓋垂を下げて息を鼻腔に送ってつくられる発音であり，両唇を閉鎖した  
［m］，舌先を歯茎に押しあてた［n］，後舌を軟口蓋に近づけた［g］（いわゆ  
る鼻濁音）の3つがあり，全て有声音である。   
これらの発音は日本語の発音とほぼ同じなので余り問題はないが，語中の  
「グ」を鼻濁音で発音している癖を英語にもちこむと日本語らしくなってしま  
うので注意する必要がある。たとえば，「私が山田です」の「ガ」を［g］で  
発音している人はEnglish［igglり、］を［igliJ］と発音しがちになる。逆にい  
つも語中の「グ」を閉鎖音で発音している人はking［kig］を［kigd と発音   
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しがちになる（若い人連の間では何年も前から鼻濁音を使わない人が増えてい  
ると言われる）。日本語では「グ」をどちらで発音しても意味に遠いは生じな  
いが，英語では全く違う発音なので注意したい。Cf．tug［tAg］vs．tongue  
［t＾g］，gag［gzeg］vs．gang［ga∋g］   
また，［n］が語尾に来た時は，舌先をきちんと歯茎にあてないと，その前  
の母音が鼻音になってしまう。たとえば，manという簡単な語を正しく発音  
できるかどうかでその人の発音がかなり判断できる。日本語的に「マン」と発  
音する人が多いが，これでは［m豆］になってしまい，英語ではなくなる（［象］  
はフランス語にみられるような鼻にかかった母音のこと）。まず両唇をとじて  
［m］の発音をし，唇を横にひしゃげて［e］と［a］の発音を同時に行うよう  
にし，かつ［n］は有声音なので［記：］と長目に発音してから舌先を歯茎に押  
しあてて［n］を発音する，一というプロセスを連続的に行なって初めて英語ら  
しいman［m記：n］の発音ができるのである。  
（4）破擦音（affricates）   
文字通り破裂と摩擦を同時に行う子音で［tJ］と［d5］のペアがある（前  
者が無声音，後者が有声音である）。舌先と前舌を歯茎と硬口蓋に押しあてた  
まま，たまった息を破裂させる。発音のコツとしては，舌先を歯茎に押しあて  
たまま強く破裂させるようにすればそれほど問題はない。  
（5）［1］と［r］   
前にも述べたが，この二つの区別ができないと日本語的な聞きづらい発音に  
なってしまい，低い評価を受けてしまうので特に注意したい。   
［1］は，舌先を歯茎につけたまま，舌の両側から息を出す子音だが，舌先  
を歯茎におしあてるのがポイントである。   
［r］には変種が多くていちがいには言えないが，舌先を歯茎の後部にもち  
あげて発音される一種の摩擦音だと考えておけば良い。要は，舌先と歯茎の閏  
がいくらか開くことで，日本語のラ行の子音は舌先で一回歯茎をたたく点が異  
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なる（こちらは「歯茎弾き音」とよばれ［∫］で表記されるが，［1］と［r］の  
中間みたいな発音である）。   
両者を聴き分けるのは特に難しいが，実際は，場面や文脈から大体は分かる。  
しいてコツを言えば，［1］の方が少し明るい響きがし，［r］の方は少し唇を丸  
めた「ウ」と′いう響きがする。   
なお，tree，draw，please，fly，peOpleのように「子音＋［1／r］」の結合  
の場合は，間に余計な母音が入らないよう注意しないといけいない。pleaseを  
例に説明すれば，［p］を発音しているのとほぼ同時に舌先を歯茎に押しあて，  
さらにそれとほほ同じくらいに［i：］を強く発音するようにする。このような  
我々に特に難しい子音結合の練習も必須である。  
3．6 音声連続   
音声が連続して発音されると，個々の発音の際には見られなかった現象がい  
くつか生じる。  
（1）同化（assimilation）   
ある音が隣接音（直前か直後の音）の影響を受けて，その隣接音に近い音に  
変わることであり，広く見られる重要な現象である。直前（左隣）の音に影響  
を受けてその昔に似るのを進行同化（progressive assimilation）と呼び，直後  
（右隣）の音に影響を受けてその昔に似ることを逆行同化（regressive  
assimi1ation）と呼ぶ。   
後者の例としてnews［nju：Z］→newspaper［nju：Speipa］（［z］が無声音  
［p］に同化されて［s］となった），Of［∂V］→ofcourse［∂fk〇：S］（［Ⅴ］  
が無声音［k］に同化されて［f］となった）など数が多い。   
前者の例としては，please，prOudなどの無声音［p］にひきづられて次の  
発音がそれぞれ［去］，［吉］と無声化することがあげられる（［。］は無声化の記  
号）。日本語でも文の最後に来る母音は無声化するのが普通である。たとえば  
「あります」の「す」は［su］ではなく［s甘］もしくは［s］のみとなる。   
200   
児童英語教育における語学的基礎  201   
別の例をあげると，否定の接頭辞in－はvisibleにつけばinvisible，pOSSi－  
bieにつけばimpossibleとなるし（両唇音の［p］に同化されて［n］が両唇音  
の［m］となった），COntempOraryという長い単語の綴りがcomtenporaryとは  
ならないことも同化の原理を知ればすぐ理解できる（歯茎音［t］の前は歯茎  
音［n］が来るし，両唇音［pコの前は両唇音［m］が来る）。同化という現象  
は極めて広く見られる重要なポイントなので類推・応用がきくよう注意したい。  
（2）r－1inking（r連結）   
イギリス英語では語尾がrで終わうている時はその㌻は発音しない（たとえ  
ばteacher［ti：tJ∂］）が，次に母音で始まる単語が来るとrが顔を出して発音  
される。これを「r連結」と呼ぶ。   
例． far［fcL：］ → far away ［fα：raWei］  
more［m〇：］ → mOre and more［m〇r∂nm〇：］   
アメリカ英語ではもともと語尾のrが発音されるので新たな問題にはならな  
い。ただし，このrはアメリカ英語独特の舌先を後にそらした「そり舌音  
（retroflex）」であり［at］などの発音記号で表記される。   
似た現象として［t］，［m］，［n］などで終わっている単語の次に母音で始ま  
る語が来ると連結して発音されるのが普通である。   
例． cutit ［kAtit］，beatit［bi：tit］  
comein［kAmin］，damnit［dzemit］  
in English［iniggliJ］，init［init］   
「イン・イングリッシュ」や「イン・イット」ではなく「イニングリソ  
シュ」や「イニット」などになるが，普通の速さで話す時は連結した発音の方  
が自然であり，ブツ切りの発音は不自然になる。  
（3）縮約（contraction）  
IamをⅠ’m，IhaveをⅠ’ve，ItisをIt，sなどの省略形にすることを縮約と  
いう。中学の導入期は縮約されない形の方を最初に学習することが多いが，実  
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際の場面では縮約された形の方が普通であり，一語一語ゆっくり喋ると理解し  
てもらえないことさえあることも心得ておいた方が良い。最初から自然な場面  
で縮約形から指導し，段階が進んだ後で縮約されない形の関係を説明するアプ  
ローチも含めて考えたい。   
3．7 アクセント  
アクセントやイントネーヨン，その他の詳細については前掲の音声学書に譲  
りたいが，ここでは注意する点を二，三指摘しておきたい。   
一般にアクセントと言っているが，英語と日本語のアクセントの仕組みは異  
なっており，英語は強弱で意味の違いを表わす強弱アクセント（stress  
accent）であり，日本語は声の高さで意味の違いを表わす高さアクセント  
（pitch accent）である。アクセントともストレスとも呼ばれているが，正確  
にはストレス・アクセント（stress accent）のことであり，どちらで呼んでも  
英語の場合は実用上は違いがないだけの話である。   
よく知られているように，英語ではアクセントの位置が移動すると品詞が変  
化する単語がいくつかあり，派生形になるとアクセントの位置が移動すると単  
語もいくつかある。   
例（1） export（名詞） → exp6rt（動詞）  
increase（名詞）→incr仝ase（動詞）   
例（2） ph6tograph → phot6grapher → photogr如hic   
それに対して，日本語は，どの部分を高く発音するかで違う意味を表す。  
例．六幽（箸が），土葬世（橋が），d㌻育（端が）  
テk（雨），ヱF（飴）   
前述したように，英語の発音においては強弱のメリハリをはっきりつけない  
と自然な英語に聞こえない。日本語では一字一字同じような強さで発音してい  
るからなおさらであるb   
もう一つだけ英語のアクセントの大切さを示す例をあげておきたい。英語で   
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は；同じ語結合でも「名詞＋名詞」の時と「形容詞＋名詞」の時ではストレ  
ス・パターンが違うのである。   
例．gえs station，enemy Sふip（名詞＋名詞）  
beautifulf16wer，C61d wind （形容詞十名詞）  
（・）は第一強勢，（、）は第二強勢，無印の部分は強勢をもたないので，「名  
詞＋名詞」は最初の名詞が強く発音される「第一強勢十第二強勢」のパターン，  
「形容詞＋名詞」は名詞が強く発音される「第二強勢＋第一強勢」のパターン  
である。  
次の例を参照されたい。   
例．French teえcher／French teえcher  
ここでFrenchは「フランス語」という名詞と「フランスの」という形容詞の  
両方の意味をもっているが，ストレス・パターンから前者は「フランス語教  
師」，後者は「フランス人の教師」の意味になる。   
動詞の－ing形は動名詞と現在分詞いずれでもありうるので少しややこしく  
なる。   
例．dancinggirl／dえncing girl  
sIhoking car ／sm6king c畠r  
walkingstick／walkingdictionary  
左側の－ing形は第一強勢をもっているので動名詞（名詞の一種）であり，右  
側の－ing形は第二強勢をもっているので現在分詞の形容詞用法（形容詞の一  
種）ということが分かる。従って意味はそれぞれ「踊り子／踊っている子」，  
「喫煙車／煙を吐いている車」，「散歩用ステッキ／生き字引（「歩いている字  
引」からの比喩表現）」ということになる。  
3．8 以上 大雉把に英語の発音について注意すべき点に触れてきたが，音声  
学書で基礎知識を身につけた上で，生徒にくだいた分かりやすい教え方をする  
ことが大切である。繰り返し丁寧に指導したい。  
203   
文化論集第5号   204  
なお，発音を含めて英語学の概略を知るには安井『英語学概論』が分かりや  
すく特に参考になる。  
4．英文法の基礎と5文型   
4．1広い意味で文法（grammar）と呼ばれる分野には，単語の成り立ちや文  
における単語同士の結びつきの研究に加えて発音や意味の問題まで含まれるこ  
とが多いが，ここでは，単語と単語がどのように結びついて文を構成している  
かを扱う部門という狭い意味で理解しておく。文の構成に見られる規則を扱う  
分野を統語論（syntax）と呼ぶ。   
母語を習得する子供は文法など教えられなくても身につけるし，外国で暮ら  
す子供も自然な環境に置かれればやはり文法など特に教わらずともその国の言  
語を身につけることはできるだろう。しかし，日本にいて外国語（英語）を習  
得しようとする場合は多少とも意識して対処せざるをえず，少なくとも中学以  
上の段階においては日本語が完全に身についており，論理的思考もかなり発達  
しているため，必要に応じて文法用語を使った説明をする方が効果的であり，  
応用能力もつくことになる。この意味では，中学・高校の英語の授業から文法  
事項の指導が減ったことには問題が残る。概念的に一般化して把握することが  
できず，類推能力・応用能力を延ばす点で支障がでかねないからである。   
問題は，小学生までの児童に英語を教える時に，どの程度の説明をしたらよ  
いか，ということだろう。児童に文法用語を使って説明するのが逆効果だとい  
うのは勿論のことである（もっとも，何年か勉強して特に知的好奇心に富んだ  
小学5－6年生にある程度のことを教えるのは有効かもしれないが）。しかし  
また現実には，三人称単数形語尾－S・名詞の複数形・動詞の過去形・否定形・  
命令文・疑問文・受け身文・進行形・完了形・省略表現等々の様々な文法形式  
を指導しなくてはならない。   
学習者が小学生以下の場合でも，厳密に見れば，おそらく文法的説明を一切  
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しないで外国語を教えることは難しいに違いない。たとえば，「犬」は英語で  
dogと言うんですよ，とか，「おいで」というのは“Come！”ですよ，という類  
のことを教える時でも暗黙のうちに，dogは名詞であり普通はaやtheなどの  
冠詞と一緒に使うとか，複数形は別に必要であるなどの知識が教師には必要で  
あり，命令形“Come！”は普通は主語をとらず，動詞の原形が使われるので  
“comes！”とも“Came！”ともならない，ということなども教師は心得ておかね  
ばならない。これに加えて，教師は日本語の仕組みもー応は知っていた方が良  
い。さもないと，「行った，行った！」を“went，Went！”と言うのがなぜおか  
しいのかお互いに納得できないままになってしまう。   
つまり，基本的には文法用語は使わず，新しい知識を導入する時は易しい例  
をいくつか示して，日本語との対応を簡単に説明した上で，実例をゲーム感覚  
で口頭練習させるのが良いと思われる。たとえば命令文を数えるときは「“行  
く”って英語でgoだったね。“行きなさい”っていう時は“Go！”って言うだけ  
でいいんだよ。皆で言ってみよう。…“来る”はcomeだったね。じゃ，“来  
なさい”は何ていうのかな。そう“Come！”だね。皆で言ってみよう。‥．」く   
らいの説明から始めれば良いだろう。他に知っている単語があれば類推で分か  
るだろうし，呼び掛けや修飾語句も知っている範囲で追加すればよい。ただし，  
ここで重要な点は，教師は文法的な仕組みを一通り身につけていなければなら  
ないということである。文法が分かっていてくだいた説明をしながら教えるの  
と，教材を機械的に覚えさせるのとでは，一見すると同じに見えることがある  
かも知れないが，内実は大違いなのである。  
4．2 ここで英文法の全てを解説する余裕も必要もないが，文法的考え方の基  
礎を確認するために5文型について注意する点を概観してみたい。英語の基礎  
構造を理解するのに5文型の知識とその応用は不可欠だが，時として教科書や  
参考書の類の説明には不十分な点や間違った記述が見られるのでなおのこと正  
しく理解しておく必要がある。  
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ここで「5文型」と呼んでいるのは「文をいくつかのクループに分類する時  
に考えられている，文より一段抽象的なパターン」を意味しており，理念的に  
は無限に存在する文を全て5文型のどれかに還元して分類することを意図して  
いる。もっとも，すぐ後で見るように，英語の全ての文を5文型に還元して分  
類すること自体に問題があり，様々な付帯条件を見直す必要がある。また，な  
ぜ5文型などというものを考えて英語の文を分類しようとするかと言えば，そ  
れは，区別して分類することが対象の取り扱いを簡単にし，対象に対する理解  
を深めることができるからである。これは全ての学問的思考法に共通すること  
だが，相似の中に差異を見出し，差異の中に相似を見るという精神の働きこそ  
が対象の合理的理解の基礎になるということでもある。そして，英語の文構造  
（語順）は文法的にかなり厳密に規定されているので，特に文型の概念が有効  
なのである。  
4．3 「5文型」の概念はOnions（1904）：A乃A血αWβd E喝Jiざ九伽ぉの  
「5つの述部形式」に由来し，それが中学・高校の英文法教科書を通して広  
まったようである。彼は「文は5つの基本述部形式に従って分類できる」と述  
べている。注意する点ほ，文全体ではなく述部のみを分類していることだが，  
次に見るように実質的には主語を含めた5文型に対応している。  
（1）第1形式  
主 部   述 部  
動 詞  叙述形容詞（名詞）   
Croesus  ーwas   rich（aking）   
Toerr   is   human  
（2）第2形式  
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主 部   述 部  
動 詞   目的語   
Cats   catch   mice   
Manyhands  make   1ightwork   
（3）第3形式  
主 部   述 部  
動 詞   二重目的語   
We   taught   the dog tricks 
ask   youthisquestion  
（4）第4形式  
主 部   部  
動 詞   目的語  叙述形容詞（名詞）   
Nothing  makes   aStoic   angry   
drove   him   mad   
（5）第5形式  
これらがそれぞれ第1文型から第5文型に対応しているのは明らかだろう。  
4．4 「5文型」と言われるものは次の5つの文型のことである。  
（》 第1文型  S ＋ Ⅴ  
（参 第2文型：S 十 Ⅴ ＋ C 
（釘 第3文型：S ＋ Ⅴ ＋ 0 ＋ C  
（彰 第4文型：S ＋ Ⅴ ＋ 0 ＋ 0   
⑤ 第5文型：S 十 Ⅴ 十 0 十 C   
ここでSは主語（Subject），Vは動詞（Verb），0は目的語（Object），Cは  
補語（Complement）を指す。   
5文型の知識は有用ではあるが，それを応用して英語を読み解く時にいくつ  
か心得ていなければならないことがあるので考えておこう。  
〔1〕まず，5文型を表わす記号の中でⅤだけが他の記号と意味が違うのであ  
る。Ⅴは文法範疇（grammaticalcategory）を表わす記号で，これはその形態  
だけ見れば，ある単語が動詞かどうか分かるものである。gO－gOeS－Wen巨going  
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などの形態をとる単語はそれだけ見れば動詞だと｝－うことがすぐ分かる。しか  
し，ほかの記号は全て関係概念，もしくは文法機能（grammaticalfunction）  
を表わしている。たとえばJapanという単語は名詞だということ（＝文法範  
噂）は単独で現われても分かるが，Japanだけ見て，それが主語か目的語かと  
訊いても意味はない。“Japanis economica11y prosperous now．”とか“Ivisited  
Japanlast year．”などという文全体を見て，その中でどのような働きをしてい  
るか（＝文法機能）を考えて初めて「主語」とか「目的語」だと言えるのであ  
る。他の品詞についても同じことが言える。   
正確に言うと，このVは主語に対する述語（predicate）の主要語（＝中心的  
な語）として働いているので「述語動詞（predicate verb）」と呼ぶべきもので  
ある。本来なら両者の混用は避けるべきだろうが，便宜的な使用が一般的に  
なってしまい，混乱したまま議論されることさえあるので注意が必要である。  
〔2〕5文型は文の骨格だけを問題とするので，あってもなくても関係ない語  
句，つまり，なくても英語の文として文法的な文になるような随意的修飾語は  
除外して考えてみることになる。だから，いくら複雑な文に見えても，随意的  
修飾語句をカツコに入れてみると基本的な文構造が把握できることも珍しくな  
い。簡単な例をあげておく。   
（At that moment）another manjoined us（on the veranda）．（W．S．  
Maugham）   
カツコに入れた修飾語句を除けばS＋Ⅴ十0の第3文型だということがすぐ   
分かる。   
ただし，修飾語句が文解釈に重要な役目を果たしていないということではな  
い。むしろ実際には文の内容を充実拡大するために修飾語句は不可欠である。  
5文型を骨格とすれば修飾語句は血肉だと言ってもよい。ここでは詳しく扱わ  
ないが，文構造を読みとるには，5文型の骨格をつかんだ上で，それと修飾語  
句との関わり具合を適切に理解する必要があることは特に強調しておきたい。   
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〔3〕随意的な修飾語句は5文型の骨格には直接の関係はないと述べたし，実  
際にも5文型の構造には修飾語句を示す記号は使われていない。しかし，中に  
は必ず何らかの修飾語を伴なわなければならない構文がいくつか存在する。一  
つは第1文型に義務的修飾語句がついたものである（＊は「非文法的」の印）。  
1．a）♯The baby waslying．  
b）The baby waslying on the bed．   
2．a）◆Helived．  
b）Helivedin Tokyo．   
3．a）●Iwent．  
b）王went to Boston．  
これらの動詞は完全自動詞と呼ばれ第1文型で仕えるはずなのに，実際は何ら  
かの修飾語句が加わらないと非文法的になってしまう。ただし，単独で使われ  
る場合もあることはある。   
4．a）He went to get someinformation about the matter．  
b）Are you going？  
c）“Imsut go，”he said．  
d）He’s gone．   
このような動詞には他に，behave，COme，Sit，Stand，look，glanceなどが  
あるが，これらの姿勢や移動を表わす動詞は，その意味内容が総称的で薄いた  
めに，それだけで発話行為が成立するに充分な情報量を持っていないのである。  
つまり意味が漠然としすぎているので（4a－d）に見られるように何らかの  
意味内容を付加しないと文として成立しなくなる。  
（1ト（3）に見られるような義務的修飾語を付加詞（adjunct）と呼びAで表すと，  
5文型に次の文型を加える必要がある。   
①′ s ＋ Ⅴ ＋ A  
同じことが第3文型にも見られる。  
209   
文化論集第5号   210  
5．a）■Iputthe vase．  
b）Iputthe vase on the table．   
6．a）＊He worded hisletter．  
b）He worded hisletter carefully．   
7．a）●He keeps his car．  
b）He keeps his carin the garage．  
やはり，場所や様態を表わす修飾語句を加えないとこれらの文は意味内容が不  
足して非文法的になってしまうのである。だから，同じ動詞を使っても次の例  
は情報量が満足されるので文法的になる。   
8．a）To putit briefly，Idon’t understand．  
b）sha11Iput your umbrella up？   
9． He kept his car for more than a decade．  
他にtreat，Set，placeなどがこのタイプに属するが，この構文を表示するの  
に次の文型が必要となる。   
③′ s ＋ Ⅴ ＋ 0 ＋ A  
〔4〕5文型で中心的な役割を果たしているのは動詞である。言いかえると，  
ある動詞がどんな特徴をもっているかに応じて5文型のいずれかに属すことに  
なる。動詞は基本的には次の5種類に分類できる。①自動詞②不完全自動詞③  
他動詞（彰不完全他動詞⑤二重目的語動詞。これらが第1文型から第5文型に対  
応することも明らかだろう（「不完全動詞」は「補語（C）」がないと文法的な  
文をつくれない動詞のことである）。   
ここで注意しなければいけないのは，この5種類のうち一種類の動詞型にし  
か属さない動詞もあるが，中には二つ以上の動詞型に属す（もしくは，どの動  
詞型に属すかはっきりしない）動詞もあるということである。「擬似自動詞  
（pseudo－intransitive）」と呼ばれる動詞がその一例で，目的語をとることも省  
略することもできる。  
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10．a）Does he drink or smoke？ － He drinks．  
b）what does he drink？ － He drinks beer．  
（10a）は第1文型，（10b）は第2文型ということになるが，このタイプの動  
詞にはdrink，SmOke以外にeat，Steal，Write，readなどがある。   
どの文型に属するかはっきりしないものもあると言ったが，一例として  
「Thereis構文」をみておく。（11a）は普通第2文型（SVC）とされるが，  
Thereが文頭に来た（11b）はどうだろう。  
11．a）Two dogs are here．  
b）There are two dogs here．  
意味的に同じだから同じ構文とは言えない。There は文法的には主語として  
働いているのである。たとえば，（12a）と同じように疑問文をつくる。  
12．a）Is堕些married？  
b）Are阜垣any questions？  
そもそも，この構文に現れるbeは第2文型のbeとは同じ用法ではなく，  
exist，take place”などの意味である。次の例も参照されたい。  
13．a）TherやCOlneS a bus．  
b）■A bus comes there．  
Thereが文頭に来た（13a）は（13b）の語順にすると不自然になるので同じ  
構文とは言えない。しいて分類すればSVAの変種（AVS）となろうが，こ  
のように無理して分類しても余り意味がない。There構文は5文型とは別に   
考えた方が良いだろう。   
動詞の分類としてもう一つ大事なものに状態動詞（stative verb）と非状態  
動詞（non－Stative verb）の区別がある。後者は動作を表す動詞だが，動詞は  
典型的に非状態（＝動作的）を，名詞や形容詞は典型的に状態を表わすので，  
前者は形容詞的な動詞と言える。この分類は重要で，進行形や命令形に状態動  
詞は使えないのである。  
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14．a）■Heis knowingit．  
b）■Tarois resembling his father．  
c）■Knowit．  
d）●Resemble your father．  
日本語の「～している」にひきずられてよくこのような間違いをするが，もと  
もとこの動詞には「～している」の意味が含まれているのである。   
また，名詞や形容詞でも，それが動作を表わす意味をもっていれば進行形や  
命令形に使われる。   
15．a）Don’t be a fool．  
b）Be a hero．  
c）Heis beinga fool／a hero．（ばかな真似をしている／英雄的に振  
舞っている）  
16．a）Be brave．／Don，t be rash．  
b）You，re beingnoisy．／He，s beingcareful．  
（うるさいことをしている／注意深く行動している）  
このような動詞や形容詞・名詞の性質も5文型を理解した後で確認しておく必  
要がある。   
もう一つ付け加えておくと，日本語の類推で英語の動詞の特徴を誤解する危  
険もある。  
17．a）she arrived at the station．  
b）she reached the station．   
18．a）■We discussed about theissue．  
b）we argued about theissue．  
意味的に同じでも（17a）は自動詞であり，（17b）は他動詞である。「～につ  
いて論じる」という日本語にひきずられてよく（18a）などの間違いをするが，  
discussは他動詞である（argueは自動詞）。つまり，5文型の中心は動詞で  
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あり，5文型を理解するためには個々の動詞の意味用法をできるだけ把握して  
おかねばならない。両者のフィードバックから一段と進んだ英語の文構造の理  
解が生まれるだろう。  
4．5 5文型の話の最後に，山番重要でありながら殆んど正しく理解されてい  
ない問題に触れておきたい。それは，5文型は，あくまで基本構文（＝主語と  
述語が1組だけあり，かつ肯定文・能動文であるもの）に対してのみ有効なの  
であり，疑問文・受け身文・否定文・省略構文はもとより，様々な複文（＝文  
の中にさらに主語・述語関係が含まれている文。埋め込み文（embedded  
sentence）と呼ばれることもある）に通用しようとしても，そのままでは意味  
がない，ということである。基本的な主語・述語関係が乱れた文は，そのまま  
では5文型に馴染まないとも言える。  
専門的な議論はせず基本的な考えだけ示しておくことにする（詳しくは中島  
『英語の構造』などを参照のこと）。次は疑問文と受け身文の例である。  
19．a）who did the criminalkill？  
b）wil1you rea11y皿arry me？   
20．a）The mayor was killed by a gangster．  
b）The rookies are trained strictly．  
（19）の場合は“The criminalkilled someone（→who）”，“Youwi11really  
marry me”に戻して元の文型に基づき語順との関係を把握する必要がある。  
また，受け身文は第2文型（SV）に分類されたりするが，この分類は無意味  
であり，“AgangSter killed the mayor，“Someone （→ ≠）train the  
rookies”に戻して解釈しなければ意味がない。  
次は省略の例である。   
21．a）Did you get a driver，slicense？－ Yes，．Idid．  
b）Tom gave Mary a sweater，andJohn a dictionary．  
省略構文を表面的な構造だけで理解しようとしても無理だし，5文型にあては  
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めようとしても無意味なのは明らかである。（21a）は“Igot a driver’s  
license”に，（21b）は“John gave Mary a dictionary”に戻して解釈すること  
になる。戻した構文はそれぞれ第3文型（SVO）と第4文型（SVOO）と  
いうことになるが，省略構文そのものは5文型の枠組には入らないのである。   
埋め込み文の場合は問題が複雑になるが，主文の一部（主語・目的語・修飾  
語句）にさらに文が含まれているのであるから，5文型をそのまま使えないの  
は当然である。   
22．a）people who work too hard mayruin their health．  
b）That Harryisinnocentis evident．   
23．a）Idon，tlike people whoare alwayslate．  
b）Ilike theidea that only honest people willget promoted．  
（22）は主語に埋め込み文が付加された例（関係節とThat節），（23）は目的  
語に埋め込み文が付加された例（関係節と同格節）であるが，これらをただ第  
2文型だとか第3文型だとか言ってもそれだけでは足りない。（22a）であれば，  
全体としては第3文型（SVO）だが，主語の中にさらに第1文型が埋めこま  
れているのでS（sv）vOとでも分析した上で，修飾語句の働きを加えて解釈  
することになる。（22b）はS（svc）vc，（23a）はSVO（svc），（23b）は  
SVO（svo）と分析できる。このように，いわば立体的に考えないと5文型  
を活かせないことになる。もちろん実際はこれほど簡単な例だけではないが。   
次は不定詞を含んだ例である。   
24．a）There don’t seem to be many good teachers at her college．  
b）Maryis certain to win the race．  
c）such an argumentis easy to be misled by．  
この形のまま5文型を考えても全くの無駄であり，まず元の形に還元しないと   
いけない。   
25．a）It doesn’t seem that there are many good teachers at her college．   
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b）Itis certain that Mary willwin the race．  
c）Itis easy to be misled by such an argument．  
これはさらにそれぞれ   
26．a）〔Thatthere are manygood teachers ather co11ege〕does not   
Seem．  
b）〔That Marywi11win the race〕is certain．  
c）〔For such an argumenttomislead you〕is easy．  
を元の形としている。（24）の形のまま5文型を考えても，（26）に戻して第1  
文型だとか第2文型だとか言っても無意味であり，（24）－（26）のプロセス  
を分析して初めて意味解釈が可能になるのである。それを無理に，基本的な主  
語・述語関係が乱れた表面的な文を基に文型分類をしても無意味ということに  
なる。   
その事情を無視して次のような分析をする参考書を見かけることがある。  
27．a）⊥竺旦些  him to attend the meeting．  
S V O  C  
b）」＿Ordered 塾竺  to sweep the room．  
S V  O  C  
これは全くの誤りであり，目的語と不定詞の間には補語の関係（＝be動詞で  
結ばれる関係）などなく，むしろ不定詞には文構造が含まれているのである。   
28．a）Iwant 〔for him to attend the meeting〕  
b）Iordered her〔she sweep the room〕  
詳細は省くが（28）の形が（27）の基本形であることには文法的・意味的根拠  
があり，（27）の形を基に分類すること自体が無意味だと言える。   
もう一つ大事な点は，（27）では同じ表面構造をしているのに（28）の構造  
が異なっていることであり，5文型は述語動詞に基づいて分類される旨を先に  
述べたが，埋め込み文がthat節か動名詞かto不定詞かは動詞ごとに決まって  
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いるということである。次例を参照されたい。   
29．a）Iwant that part．  
b）Iwant to be an actress．  
c）●Iwant being an actress．   
30．a）Ienjoy my part．  
b）■Ienjoy to be an actress．  
c）Ienjoy being an actress．  
4．6 5文型の概念は素朴だが，有用性には高いものがある。ただし，役立た  
せるためには文型の基本概念を理解した上で個々の動詞の意味用法も把握する  
必要がある（このためにはLDCEとCOBUILDが特に有益である。なお，5  
文型にSVA とSVOAを追加しなければならない点についてはクワーク＆グ  
リーンバウム『現代英語文法 一 大学編 一』を参照のこと）。   
5文型を考えることは英語の文構造の全ての面を考えることにつながる。こ  
こで述べたことを手掛かりとしてさらに自分で考えてみることで英語に対する  
新たな見方ができるようになるだろう（英文法の様々な側面に関する概説書と  
しては安藤『英語教師の文法研究（正）（続）』が有益である）。  
5．児童英語教育の諸問題   
5．1学校英語との関連   
児童英語教育に関する人々だけでなく児童の両親，または中学で英語を学ぶ  
ようになってからの児童がみな気にせざるをえないのが学校の授業と児童英語  
教育との関連だと思われる。この領域では実際に様々な問題が生じうる。ここ  
で全ての問題を論じることはできないが，いくつかの基本的な点に絞ってどの  
ように考え対処したらよいか述べてみたい。  
5．1．1問題のまず第一は，児童英語教育を受けてきた生徒やその両親にとっ  
ては，中学の授業でそれまでの学習を活かして延ばしてくれるかという不安と   
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疑問があり，中学の英語教師にとっては自分が基本から教えたいと思っている  
のに既に英語をカジッている生徒がおり，初めて英語を学ぶ生徒とのバランス  
がとりにくく数えにくくなるという心配があって両者が衝突する危険があるこ  
とだろう。両者の節度ある対応が欠けるとお互いにとって不幸な誤解に終わる  
ことにもなりかねない。   
児童英語教育に理解や関心のある学校で関心のある教師に教わる場合はそれ  
ほど心配する必要はないだろう。それまでと同じように自分のペースで勉強を  
続ければ良い。ただし，学校の授業をバカにするのは禁物である。その理由も  
いくつかある。まず児童英語教育を受けてきた者が，中学に入って初めて英語  
を学ぶ者より少なくとも始めのうちは（この点は重要である）できるのが当然  
であり，自慢したり，他の生徒をバカにする理由は何もないのである。その上，  
英語ができること自体は人間の偉さとは何の関係もない。大事なのは，英語を  
学んだこ とによりどんな人間になってどんな生き方をしているかであって，少  
しばかりの優位をハナにかける人間は国際理解に最も縁のない人間である。学  
校の授業では自分がそれまでに学んできたことの理論的な整理と復習をすれば   
よい。   
一つ付け加えておくと，早くから英語を学んだ者が中学の導入期に他の生徒  
よりもよくできるのは当たり前として，その状態がずっと続く保証は何もない  
のである。これが一番よく現われるのは試験だろうが，中学に入ってから英語  
を勉強し始めた生徒で試験では上位の点数をとる者も珍しくない。少なくとも  
現在の試験制度からすれば（部分的には）当然のこととも言える。この点にも  
現在の英語教育の矛盾が見てとれるのだが，児童英語教育の立場から見ると次  
のようなことが考えられる。   
まず，学校の試験は大体が筆記試験であり，文法・和訳・英訳が中心で，  
1isteningやdictationはそれほど難しくない問題が部分的に組み込まれている  
にすぎない。より積極的に英語を聴き話す 一 つまり英語でコミュニケー  
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ションを行う 一 棟習は含まれていないが，これこそ児童英語教育の目標で  
ある。要するにやっていることが違うのである。これは不思議と言えば不思議  
であるが，偽らざる現実である。このために，試験問題が苦手な生徒，授業方  
針が合わない生徒などは英語の授業自体への興味をなくし，段々と文法的に難  
しい段階にさしかかる頃には授業についていけなくなることもしばしば見られ   
る。  
このよう射犬況を克服する方法は一にもこにも教科書をよく勉強し，教師の  
説明もバカにしないで耳を傾けることである。中学の英語教科書には確かにい  
くつかの欠点があるが 一 不自然な文脈，日常英語としては少し不自然な表  
現など 一 英語の基本を学ぶものとしては有益なものだと言える。中学三年  
間の英語がきちんと身につけば英語の基本はほぼ身についたと考えて良いだろ  
う。このような勉強をする時に特に大事なのが「正しい発音・文法の基本知  
識・英語を実際に使うこと」の三点である。この三点でこそ児童英語教育を受  
けてきた利点が活かせると言えよう。   
外国語を身につける不可欠の要因の第一はできるだけ正しい発音を習得する  
ことであるが，先にも述べたように，発音とリズムは子供のころ多くのそして  
正しいインプットを与えられて，それを繰り返して練習することでかなり満足  
できる程度に身につけることができる（いくら早期の柔軟性に富んだ子供でも  
聴いてすぐ身につく訳ではなく正しく繰り返すプロセスは不可欠であるが）。  
この発音習得のメリットを活かして，教科書の英語を何度も繰り返して朗読す  
る練習を薦めたい。暗記した上で朗読できればさらに望ましい。   
英語を身につけるためには，読み・書き・聴き・話す練習が大切だとは何度  
か述べたが，実の所は，日常的に英語を使う（特に話す）機会に恵まれている  
人は日本には余りいないのが現状だから，それを補うためにも教科書のメリハ  
リをつけた朗読は効果的だと言える。その上，教科書の英語を全て覚えれば英  
語の基礎はひとまず内蔵したと言えるのである一。教科書だけでは生きた英語を   
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吸収するには不十分なことも確かだから，ラジオとテレビの英語番組を利用す  
ることを薦めたい。ネイティブ・スピーカーの英語をよく聴き，具体的な場面  
を頭に入れながら後につけて練習することで英語のインプットとリズムがかな  
り吸収できる。書く練習としては，教科書や英語番組のテキストを筆写するこ  
とから始めて，やさしい副読本に進めば良いと思う。   
自分の思うことを話したり書いたりするという段階になるとコトはそう簡単  
には行かなくなる。自分が知っている英語で日常的なことを話す練習から始め   
て段々と自分に必要なより高度の英語を身につける努力をするしかない。それ  
に，日本語で自己表現する練習をしかナれば外国語でも内容のあることは伝え  
られないという平凡な真理も忘れるべきではない。この点は一生の問題でもあ   
るが。  
5．1．2 問題の第二は，先にも少し触れたが，学校制度に組み込まれた試験制  
度である。中学・高校・大学と続く現在の入試制度がある限り，本当に実社会  
で使える英語を身につけるのは至難のワザであり，児童英語教育の趣旨とも合  
致しないので今のままでは共存して行くこと自体が難しい。悪くすると児童英  
語教育自体が既存の学校制度のプレッシャーを受けて学校英語の予備訓練化す  
る恐れさえある。児童英語教育の意義を見直そうという学校関係者が増えてき  
ているのは明るい兆しであり，一昔前と較べても格段に英語の重要度が高く  
なっていることを考えれば，学校が社会の養成を受けて改革の道を展く可能性  
も確かにあるが，少なくともここ当分は楽観視できないように思われる。   
現在考えられる策としては，学校英語と児童英語教育の利点をできるだけ補  
いあって利用するということがある云 まず，学校英語の最大欠陥の一つが文  
脈・場面を軽視して場面と関係のない独立した文を機械的にいじくる傾向があ  
ることだから，中学に入るまでは徹底的に身の周りにそくした英語を具体的な  
場面の中でインプットすることである。発音とリズムの習得が若い時ほど有利   
なことは繰り返すまでもないだろう。  
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中学に入ったら，先にも述べたとおり，授業をバカにせず，先生の説明を聞  
いて教科書の英語を全部覚えてしまうのが良い。文法を軽視するのも良くない。  
小学生位まではどうしても文法の説明は殆んどできないが，文法の基本が身に  
つかないと急速な進歩は望みにくいのも確かなのである。逆に言えば，中学で  
文法のある程度の基本が頭に入ると，それまでインプットしてきた英語が活性  
化して，自分で考えて応用しながらそれまでの知識・訓練を使いこなせる可能  
性が出て来る。もちろん日本の社会という限定された場面での活動だから，外  
国に住んで日常的にその地の言語に接している人に較べたら遅々とした進歩か  
も知れないが，論理能力が段々に向上するのと歩調を合わせて確実にそれまで  
の訓練は活かされると思って良いだろう。   
残念ながら，現在では試験自体は必要悪と覚悟を決めて，自分の理解度を確  
認するために利用すれば良いと思う（試験が全て悪とも一概には言えないよう  
に思われる）。余り細かな文法事項や決まった表現などは気にしないで例文だ  
けで覚えておけば充分である。  
5．1．3 本来は中学から大学まで一貫した理念と方法に基づいて全ての教育が  
行われれば理想的だが，現状ではそれも殆んど望めそうにない。そのような条  
件に恵まれた生徒は別として，我々自身がどのような方針で英語を一貫して学  
べきかを考えておく方がいいだろう。   
大学生を敢えて一番驚くことの一つは，彼らの多くが中学で学習した英語の  
基礎をきちんと身につけておらず，中学英語を使いこなす力も訓練も欠けてい  
ることである。何度も繰り返すとおり，・正しい発音の練習をし，中学の教科書  
を理解するのが英語を身につける最も重要な第一歩なのだから現状は望ましい  
ものではない。先にも述べた通り，具体的な場面を思い描いて敦科書に出て来  
る英語を使ってみることである。テレビやラジオの英語番組，ビデオなどの英  
語教材を利用すればさらに効果的だろう。このようにして英語に慣れるために  
は幼児からの訓練は特に効果的だと思う。  
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高校の段階では入試英語対策の歪みが出てきてしまうが，基本が大切なのは  
同じことである。この段階になると，教科書の英語だけでかなり高度な理解と  
表現が可能になるが，場面に想像力を加えて自分に関わりのある英語をつくっ  
てみることで英語の運用能力もさらに高まることが期待できる。   
一番根本的な見直しが必要なのが入試英語を含めた大学における英語教育だ  
ろう。理念と方法論が欠如している上に多人数クラスで訳読重視の授業をして  
いるだけでは英語の駆使能力が身につくことはありえない。ただし，中学・高  
校までの学習方法を続けながら，自分が必要とする分野の勉強を英語を使って  
することで実社会に出て必要とされる英語の力の基本は大体身につけることが  
できることも心得ておいた方が良い。大学生にとっては，英語を学ぶ目的がつ  
かめないのが学習意欲をそぐ最大原因になっている。英語を学ぶ意味がつかめ  
ないまま集中的な勉強もしないで社会に出てから英語を必要とする場面に置か  
れで慌てて勉強しなおす人間が極めて多いことも知っておくべきである。それ  
に反して，自分なりの学習動機に支えられて自分なりに勉強した人は，社会に  
出て英語が必要になった場合もかなり適切に対処できるものである。制度を改  
善する必要はもちろんだが，根本は，1学習動機をもって根気よく学ぶしかない  
のも忘れるべきではない。   
最後に一つ付け加えておきたいが，自分と異なった文化的背景をもつ人々の  
考えを尊重するというのは相対的な考え方を身につけることであり柔軟な心を  
養うことでもあるが，試験などで正解以外は全て間違っているという考え方を  
教えこまれると，自分でも気づかないうちに考え方が狭くなる恐れがある。こ  
れでは創造的な発想は生まれてこないし，英語を学ぶ意味も半減してしまう。  
言語は複雑な現象であり，正解は一つしかないという考え方に最も馴染まない  
現象の一つでもある。責任の大半は柔軟性を欠く教師にあるが，学ぶ者として  
もできるだけ広い視野に立って考えるクセをつけることで大分救われるのでは   
ないかと思われる。  
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5．2 家庭と社会   
児童英語教育も家庭環境と社会状況に左右されるのは言うまでもない。児童  
にとっては家庭環境，特に母親の役割が重要である。   
まず，両親が，児童英語教育の意義と目標を出来るだけ明確に理解し，日々  
の疑問点を自分でもある程度解決でき，かつ，子供の進歩については長期的な  
視点で評価することが望まれる。児童英語教育は即効薬の類ではなく，むしろ  
長期的に服用して段々と利いてくる基礎栄養剤のようなものである。性急に結  
果ばかり求めず，楽しく自信をもって学習できるように励ましてほしいもので  
ある。そして，子僕に勉強を促す最善の方法の一つは，親が普段から学ぶ姿勢  
をみせていることだろう。親がいつも本を呼んでいる家庭の子はやはり本が好  
きになる傾向があることもよく知られた事実である。   
社会状況をふりかえってみると，一昔前とは較べものにならないほど英語の  
必要性が増している。海外赴任や留学などで親について海外生活を経験する児  
童も年々増加しており，いわゆる帰国子女も学校の授業を活性化してくれる一  
助となっているのが現状である。児童英語教育の成果がはっきり服に見える形  
で確認できるようになるのはおそらく十年後位だと思われるが，これらの相乗  
作用に加えて，経済交流や文化交流がさらに進めば旧世代とは違った，自然で  
柔軟な対応ができる世代が次々に育つことが期待される。要は，′教師も親も子  
供も学習していることの意義と目標をできるだけ把握し，子供の個性を尊重し  
ながら，社会にも目を向けて広く柔軟な視野を得ようと努力することである。  
これは，言うは易く行なうは難いことなのは分かっているが，この努力をする  
ことこそ教育の本義であることを理解し，皆で協力しあって行きたいものであ  
る。  
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